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 大学生 183 名(男性 72 名，女性 111 名，不明 6 名：1 年生 62 名，2 年生 89 名，3 年生

































































 大学生 183 名(男性 72 名，女性 111 名，不明 6 名：1 年生 62 名，2 年生 89 名，3 年生
26 名，4 年生 6 名, 不明 6 名)に対して，以下の尺度からなる質問紙調査を行った． 
 
1）地域愛着に関する項目（鈴木・藤井，2008） 























といった項目からなる【過去受容】因子の 4 つの下位因子から構成されている． 









Figure 1 地域愛着に関する因子のクラスター分析結果(Ward 法) 
 
 Cluster 1 は，地域選好因子，地域愛着因子，地域持続願望因子のそれぞれの得点が高い







 クラスター分析によって抽出された，地域愛着得点高群と地域愛着得点低群の 2 群を独
立変数とし，時間的展望体験尺度における目標指向性因子，希望因子，現在の充実感因子，




















































目標指向性 希望 現在の充実感 過去の受容
地域愛着得点低群(n	=107) 地域愛着得点高群(n	=77)






















































































 共愛学園前橋国際大学論集 No.16 164 
引用文献 
Altmen. I., & Low, S. M.(Eds.) 1992 Place Attachment．New York：Plenum Press． 
Hay. R. 1998 Sense of place in developmental context. Journal of Environmental 
Psychology, 18, 5-29. 
川村竜之介 谷口綾子 2013 まちなかの居場所が生活の質・地域への意識に与える影響
に関する研究，土木学会論文集 D3（土木計画学），69，I_335-I_344． 
Lewin,K.  1951 Field theory in social science : Selected theoretical papers． New York : 
















Shumaker, S A., & Taylor, R. B., 1983 Toward a clarification of people-place 
relationships：a model of attachment to place. In N. R Feimer ＆ E. S. Geller 
（Eds.）．Environmental Psychology: directions and perspectives. Praeger，New 
York，Pp．219-251． 
白井利明 1994 時間的展望体験尺度の作成に関する研究，心理学研究，65，54-60． 
園田美保 2002 住区への愛着に関する文献研究，九州大学心理学研究，3, 187-196. 
鈴木春菜 藤井聡 2008 地域愛着が地域への協力行動に及ぼす影響に関する研究，土木
計画学研究論文集，25，357−362． 
都筑学 1993 大学生における自我同一性と時間的展望，教育心理学研究，41，40-48． 
髙橋準郎 1982 コミュニティ・センチメントに関する一考察－地域への愛着意識を中心
に－，淑徳大学研究紀要，16，45-63. 
髙橋準郎 1984 居住地域への愛着意識について，淑徳大学研究紀要，18，51-64． 
 
